


























ラテン語で『美学』（第 1 分冊1750年、第 2 分冊1758年、未完）を執筆した。 
『美学』は、詩学およびレトリックから強く影響を受けたものであった。他方、バウムガルテンは













                                                                   
１） Herder, Johann Gottfried. Kritische Wälder, oder Betrachtungen über die Wissenschaft und Kunst des 
Schönen, Wäldchen 4, Riga, 1769, S. 14-25; Sulzer, Johann Georg. Allgemeine Theorie der schönen Künste, Bd. 1, 
Leipzig, 1771, S. 48. 
２）Ästhetik, 2 Teile, übersetzt von Dagmer Mirbach, Hamburg, 2007; Metaphysica/Metaphysik, übersetzt von 
Günter Gawlick und Lother Kreimendahl, Stuttgart, 2011. 
３）2007年 3月23-25日に、IZEA（Interdisziplinären Zentrum für die Erforschung der Europäischen Aufklärung）
の主催でハレ大学にて開催された。テーマは「アレクサンダー・ゴットリープ・バウムガルテン――合理主義
哲学における感性的認識（Alexander Gottlieb Baumgarten – Sinnliche Erkenntnis in der Philosophie des 
Rationalismus）」で、発表者はドイツとイタリアからの参加者が中心であった。 
４）Schwaiger, Clemens. Alexander Gottlieb Baumgarten, ein intellektuelles Porträt, Stuttgart, 2011, S. 16. 












1 節では下位認識論という点から、第 2 節では詩学・レトリックという点から、ヴォルフのテクスト
にも目配りしつつ整理する。そのうえで、第 3 節では、論理学や心理学との関係から美学の役割につ











心理学、物体について論じる自然学、という 3 つである（DP 56-59）。自然神学と心理学に存在論と







                                                                   
５）e. g. Welsch, Wolfgang. Ästhetisches Denken, Stuttgart, 1990（『感性の思考――美的リアリティの変容』小林信
之訳、勁草書房、1998年）; Böhme, Gernot. Aisthetik, Vorlesungen über Ästhetik als allgemeine Wahrnehmungs-
lehre, München, 2001（『感覚学としての美学』井村彰・小川真人・阿部美由起・益田勇一訳、勁草書房、2005年）; 
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学の伝統的論理学と同様に、概念（ notio, conceptus ）、判断（ iudicium ）、推理（ discursus, 










れる。3 つの知性の作用のうち、理性はとくに推理に関わる（cf. MT 646）。哲学用語のドイツ語訳に
功績のあったトマージウスは、論理学を「理性論（Vernunftlehre）」と呼び ９）、バウムガルテンも
logica の訳に同様の表記を用いる（AL 7）。 
さて、論理学が認識能力のうち知性のみを導く学であることに着目したのは、ヴォルフに直接教え




















                                                                   
275; MT 402）。だが上位認識能力に関しては、ヴォルフが知性の他に注意（attentio）と反省（reflexio）を挙げ




９）e. g. Einleitung zu der Vernunfft-Lehre, Halle, 1691; Ausübung der Vernunfft-Lhere, Halle, 1691. 
10）バウムガルテンの『一般哲学』（1770年）においては、注意と抽象も下位認識能力のうちに加えられる（PG 
147）。ヴォルフは注意を上位認識能力に加える。註 7参照。 















































                                                                   
11）ただし、理論においては論理学が姉だが、実践（Ausübung）においては美学が姉とされる（KN 97, 13）。 




感性的に認識することと叙述することの学（scientia sensitive cognoscendi et proponendi）は、
〈美学〉である。思考および言論を感性的に認識することと叙述することの学は、より小さな完
全性をねらう〈普遍的レトリック（rhetorica universalis）〉か、あるいはより大きな完全性をね











（DP 40 scholium; 71 scholium）。このように述べた後、さらにヴォルフは「自由学芸〔自由な技術〕


























                                                                   
12）近代における artes liberales という語は、徐々に形成されつつあった芸術の概念を表すのにも用いられたが、
ここでは文法学や詩学・レトリックが挙げられるから、ヴォルフは教育科目としての自由学芸の、なかでもと
くに三学を念頭に置いているようである。 

































                                                                   
13）『弁論術』戸塚七郎訳、岩波文庫、2012（1992）年、22頁、1354a。 
14）山本道雄『カントとその時代――ドイツ啓蒙主義の一潮流』晃洋書房、2010年、12-14頁。 
15）ゴットシェート（Johann Christoph Gottsched, 1700 - 1766）は「感覚能力（Empfindungskraft）」や「判断力
（Urteilskraft）」といった見出しの節を論理学のなかに設けるが、その内容は概念（Begriff, notio）および命題
（Satz, propositio）にかんするものであり、伝統的論理学における概念論と判断論に対応する（Erste Gründe 
der gesamten Weltweisheit, Leipzig, 1733, S. 13-25, 32-46）。 















































（lebhafter Vortrag）に主として携わる技術」とに区分される（PB 69）。なお proponere のドイツ語訳には






























                                                                   
Darstellen が宛てられるのが通例であるが、バウムガルテンの用語法では、Vortragen が proponere に対応する
ドイツ語である（AL 23; PG 249）。 
18）たとえば F. Berndt は、感性的認識と感性的叙述の学をそれぞれ認識論とメディア（媒体）論（Medientheorie）
とに対応するとみなし、バウムガルテン美学にはそうした「二義性」ないし「苦しい関係」が生じていると述
べ、メディア論をレトリックとも言い換える（Berndt, Fraucke. Poema/Gedicht, Die epistemische Konfiguration 
der Literatur um 1750, Berlin, 2011, S. 12-16）。S. W. Groß は、認識と叙述がそれぞれ認識能力と創造的
（schöpferische）能力を指すとし、後者には詩学・レトリックを中心とする技術としての美学が示されていると
述べる（Groß, Steffen W. Felix aestheticus, Ästhetik als Lehre vom Menschen, Würzburg, 2001, S. 70-71）。また
P. Bahr も、叙述という語はレトリックの伝統を参照していると述べるように、もっぱら感性的描出の学のみが
制作術に相当すると考えている（Bahr, Petra. Darstellung des Undarstellbaren, Religionstheoretische Studien 
zum Darstellungsbegriff bei A. G. Baumgarten und I. Kant, Tübingen, 2004, S. 20）。 

















もこれらの 3 部門に対応して、発見論、配列論、記号論という 3 つの章に分かたれる。発見論は思考
内容ないし思考（cogitatio）を主題とする（AE 13; 18）。バウムガルテンにとって「思考」は「表象」
と同義であり（MT 506）、「思考すること」は「表象すること」と言い換え可能である（MT 534）。そ










                                                                   
19）美的な人には、理論的な美的な人すなわち美学者（e. g. AE 15, 49）と、実践的な美的な人すなわち制作者（e. 
g. AE 11, 34）との2種類がある（cf. AE 122）。ただしその自然本性について論じられている美的な人は、詩人、
弁論家、音楽家などが挙げられる（AE 34, 69）ように、実践的な美的な人である。 
20）cf. Linn, Marie-Luise. “A. G. Baumgartens 'Aesthetica' und die antike Rhetorik”, Deutsche Vierteljahrsschrift 
für Literaturwissenschaft und Geistesgeschichte, 41/3, Halle, 1967, S. 424-443, S. 430. 
21）Campe, Rüdiger. “Der Effekt der Form. Baumgartens Ästhetik am Rande der Metaphysik”, hrsg. von Eva Horn, 
Bettine Menke und Christoph Menke, Literatur als Philosophie－Philosophie als Literatur, München, 2006, S. 17-
34, S. 20. 
22）伝統的レトリックにおける思考内容と言語表現については、Lausberg, Heinrich. Handbuch der literarischen 
Rhetorik, eine Grundlegung der Literaturwissenschaft, Bd. 1, München, 1960, S. 140, 248をおもに参照した。 











































MD: Baumgarten, Alexander Gottlieb. Meditationes philosophicae de nonnullis ad poema pertinentibus, 
Halle, 1735, in: Reflections on poetry, translated by Karl Aschenbernner and William B. Holther, 
Los Angeles, 1954.（『詩にかんするいくつかの哲学的省察』） 
MT: —. Metaphysica, EditioⅣ, Halle, 1768 (1739), reprint: Hildesheim, 1963.（『形而上学』） 
PB: —. “Philosophischer Briefe zweites Schreiben”, Frankfurt/Leipzig, 1741, in: Texte zur Grund-
legung der Ästhetik, übersetzt von Hans Rudolf Schweizer, Hamburg, 1983, S. 67-72.（「哲学書簡」） 
PG: —. Philosophia generalis, Halle, 1770, reprint: Hildesheim, 1968.（『一般哲学』） 
AE: —. Aesthetica, Frankfurt a. d. Oder, 1750/58, reprint: Hildesheim, 1986.（『美学』松尾大訳、玉
川大学出版部、1987年） 
KN: —. “Kollegennachschrift”, in: Bernhard Poppe, Alexander Gottlieb Baumgarten, seine Bedeu-
tung und Stellung in der Leibniz-Wollfischen Philosophie und seine Beziehungen zu Kant, Leipzig, 
1907.（「講義録」） 
AL: —. Acroasis logica in Christianum L. B. de Wolff, Halle, 1761, in: Christian Wolff, Gesammelte 
Werke, hrsg. von J. École et al., Abt. 3, Bd. 5, Hildesheim, 1983.（『論理学講義』） 
DL: Bilfinger, Georg Bernhard. Dilucidationes philosophicae de Deo, anima humana, mundo, et 
generalibus rerum affectionibus, Tübingen, 1725, in: Christian Wolff, Gesammelte Werke, hrsg. 
von J. École et al., Abt. 3, Bd. 18, Hildesheim, 1982.（『神、人間の魂、世界、事物の一般的な特性
についての哲学的解明』） 
DP: Wolff, Christian. Discursus praeliminaris de philosophia in genere, frankfurt/Leipzig, 1740(1728), 
in: Christiani Wolfii Philosophia rationalis sive Logica, Gesammelte Werke, hrsg. von J. École et 
al., Abt. 2, Bd. 1, Hildesheim, 1983.（『哲学一般についての予備的叙説』山本道雄・松家次朗訳、
山本道雄「ヴォルフの論理学思想について――『ラテン語論理学』の概念論、判断論、真理論を
中心に（2）」所収、『文化學年報』15、神戸大学文学部、1996年、1-169頁） 
PE: —. Psychologia empirica, frankfurt/Leipzig, 1738(1732), in: Christiani Wolffii Psychologia 
empirica, Gesammelte Werke, hrsg. von J. École et al., Abt. 2, Bd. 5, Hildesheim, 1968.（『経験的
心理学』） 
